

















































































































ス（Christian Jacob Ermerins, 1842－1880），福
井のＷ．Ｅ．グリフィス（William Elliot 
Griffis, 1843－1928），金沢のＰ．Ｊ．Ａ．ス
ロイス（Pieter Jacob Adrian Slüys, 1833
－1913），静岡のＥ．Ｗ．クラーク（Edward
Warren Clark, 1849－1907），熊本のＬ．Ｌ．ジ









































































































校 の Ｌ． Ｂ． Ｃ． ミ ュ ル レ ル（Leopold 
Benjamin Carl Müller, 1824－1893）とＴ．




Ｗ．Ｓ．クラーク（William Smith Clark, 
1826－1886），司法省法学校のＧ．Ｅ．ボ






















































































































































































































































































































































































































































































Land Tenure and Local I
マ マ
nstitions in Old
Japan”（1890）および“Materials for the Study






の伝記“Katz Awa ; the Bismarck of Japan 














































































































































































































教えたＳ．Ｌ . ギューリックは , 「この間日
本に関して多くの著述を刊行した。とくに
日本人の国民性を考察した“Evolution of 











































































































































































































































   外交（駐日イタリア特命全権大使）












Ｗ．Ｇ．アストン（William George Aston, 1841－1911）
   外交（駐日イギリス公使館書記）





Ｖ．Ｇ．アペール（Victor George Appert, 1850－1934）







   キリスト教（アメリカ・メソジスト監督派教会宣教師）




Ｊ．Ｈ．ウィグモア（John Henry Wigmore, 1863－1943）
   教育（慶応義塾大学：英米法）
   日本文化（法制史研究）
 「特に日本法制史の資料編纂に多大の貢献を果たした。
“Notes on Land Tenure and Local I
マ マ
nstitions in Old Japan”
（1890）および“Materials for the Study of Private Law in
Old Japan”（1941）はわが国の法律を外国に紹介したことで
記憶されるべき業績である」（31頁）
Ｇ．Ｂ．ウィリアムズ（George Burchell Williams, 1842－1912）
   行政（日本政府財政顧問）
「わが国とヨーロッパ諸国内との財政問題の調停役として
活躍したと伝えられる」（35頁）
Ｈ．Ｃ．オストローム（Henry Conrad Ostrom, 1876－1937）
   キリスト教（長老派教会宣教師）
   教育（神戸神学校：神学）
「1924年神戸神学校の教授となった ｡ 神学を教えるかた」
わら , 日本の仏教史の研究を行った」（66頁）
Ｒ．オールコック（Sir Rutherford Alcock, 1809－1897）
   外交（初代駐日イギリス公使
「著作には多くの日本関係のものがあるが，滞日３年間の




   冶金（大阪造幣寮技師）






Ｍ．カション（Mermet de Cachon, 1828－1871 ？）
   キリスト教（パリ外国宣教会宣教師）





Ｗ．Ｊ．Ｃ．カッテンディーケ（Willem Johan Cornelis 
Kattendijke，1816－1866）




Ｊ．Ｈ．ガビンズ（John Harrington Gubbins, 1852－1929）
   外交（駐日イギリス大使館書記官）




Progress of Japan; 1853－1871”を刊行した ｡ 同書は幕末
から明治にかけてのわが国の近代化を扱った研究書として
評価が高い」（85－86頁）
Ｗ．Ｃ．キッチン（William Copeman Kitchin, 1855－1920）




Ｓ．Ｌ . ギューリック（Sidney Lewis Gulick, 1860－1945）
   キリスト教（アメリカン・ボード宣教師）
   教育（同志社，神学：大阪梅花女学校，英語）
   日本文化（国民性研究）
滞日中「日本に関して多くの著述を刊行した。とくに日本
人の国民性を考察した“Evolution of the Japanese; Social 
and Psychic”（1903）は多くの反響を得た ｡ 日米親善に
多大の貢献を果たし , 1921年から National Committee on 
American-Japanese Relation の事務局勤務となった ｡ ････」
 「日米友情の『人形使節』として13000体のキューピッド
をわが国に送った。1914年には“The American Japanese
 Problem”を刊行するなど , 日本に関する正確な知識をア
メリカ人に伝えた」（99－100頁）
Ｅ．キヨソネ（Edoardo Chiossone, 1832－1898）
   印刷（大蔵省印刷局紙幣図案製作）





Ｒ．Ｉ．キルビー（Richard Jonathan Kirby, 1854－1914）
   外交（チリー駐東京領事）
   日本文化（古典翻訳）
 「日本文学の古典の翻訳を行ない ,『日本アジア協会紀要』
誌上にしばしば掲載した」（102頁）
Ｅ．Ｗ，クラーク（Edward Warren Clark, 1849－1907）
 　教育（静岡学校，開成学校：化学）
 「帰国後日本での経験をまとめ“Life and Adventure 
in Japan”を刊行 , さらに勝海舟の伝記“Katz Awa; the 
Bismarck of Japan or the Story of a Noble Life”（1904）を
刊行」（110頁）




Ｗ．Ｅ．グリフィス（William Elliot Griffis, 1843－1928）
   教育（福井藩理化学教師，大学南校）






Ｗ．Ｃ．グリーン（William Cunyngham Greene, 1854－1934）
   外交（駐日イギリス大使）
「日本の単独不講和宣言への加入，日本艦隊のヨーロッパ
派遣 , 日英同盟の効力の実現等に尽力した」（121頁）
Ｊ．Ｈ．Ｄ．クルティウス（Jan Hendrik Donker Curtius, 
1813－1879）














   教育（第１高等学校；ドイツ語）





   開拓（北海道開拓使顧問）
 「1875年５月23日に帰国，日本に関する講演等を行なった」
（134頁）
Ｉ．Ａ．ゴシケヴィッチ（Iosif Antonovich Goskevich, 
1814－1875）










Ｐ．Ａ．Ｌ．サヴァチエ（Paul Amédée Ludovic Savatier, 
1830－1891）
   医学（横須賀造船所医師）
   植物学（日本産植物研究）
「彼は医師として忠実な仕事ぶり示したが , 植物採集にも
関心を抱き日本産植物の研究にも貢献を果たした。Ａ．









   牧畜（北海道開拓）
   外交（駐日アメリカ公使）







   外交（長崎駐在フランス領事）






   教育（慶応義塾大学：経済学）
   日本文化（日本経済史研究）
「彼は日本経済史に関心を抱き在日中に『徳川時代に於け
る信用組合の創立者』の著作がある」（278頁）





Ｎ．Ａ．Ｅ．ノルデンショルド（Nils Adolf Erik 
Nordenskiöld, 1832－1901）





Ｃ．Ｈ．ピーボディ（Cecil Hobart Peabody, 1855－1934）





   外交（長崎商館筆者頭）
   日本文化（『日本風俗備考』刊行）
「1830年祖国オランダに帰り，1833年にはアムステルダム
で著書『日本風俗備考』を出版した」（349頁）
Ｅ．Ｆ．フェノロサ（Ernest Francisco Fenollosa, 1853－1908）
   教育（東京帝国大学他：哲学，政治学）
   日本文化（日本美術研究）
「能の英訳を行ない世界に紹介した」（352頁）
Ｒ．フォーチュン（Robert Fortune, 1813－1880）




の著作もあり , 1863年ロンドンで刊行された“Yedo and 
Peking”は有名である」（356頁）
Ｇ．Ｈ．ブスケ（George Hilaire Bousquet, 1846－1937）
   法律（司法省顧問）
   日本文化（日本研究）
「在日中の経験をまとめた『日本見聞記』はすぐれた日本
文化論として評価が高い」（362頁）
Ｂ．Ｗ．フライシャー（Benjamin Wilfrid Fleisher, 1870－1946）





Ｃ．Ｌ．ブラウネル（Clarence Ludlow Brownell, 1864－1928）
   教育（早稲田大学，富山県立富山中学校：英語）
「日本に関して多くの論文や著作を著し，1903年には大英
博物館のために日本歴史に関する仕事に従事した」（371頁） 
Ａ．Ｒ．ブラウン（Albert Richard Brown, 1839－1913）














Ｌ．Ｅ．ベルタン（Louis Emile Bertin, 1840－1924）
 　造船（横須賀造船所技師）
「日本関係の著作も多く , 『日本の内乱』は 1896 年にアカ
デミー賞を授与された ｡ さらに一時日仏協会会長を務める
など日仏親善にも貢献した」（424頁）















｢1861年にロンドンで刊行した“A Residence at Nagasaki 




Ａ．Ｆ．ボードイン（Anthonius Franciscus Bauduin, 1820
－1885）
   医学（長崎精得館，大阪医学校，大学東校）
   日本文化（上野公園創設功労者）
「1866 年９月長崎精得館での任務を終えて帰国したが，そ
の際日本から緒方惟準，松本銈太郎の２人の留学生を伴っ
た」（441 － 442 頁）
Ｊ．Ｃ．ホール（John Carey Hall, 1844－1921）
   外交（イギリス横浜総領事等）




 （Johannes Lydius Catherines Pompe van Meerdervoort, 1829－1908）
   医学（長崎医学校：解剖学）
   日本文化（日本紹介）
「1866年は日本滞在の見聞をまとめ “Vijf Jaaren in Japan”
を刊行，『日本滞在見聞記』として翻訳されている」（453頁）
Ｊ．Ｂ．マーチン（James Victor Martin, 1875－1962）
   キリスト教（メソジスト教会宣教師）




Ａ．Ｈ．マンシー（August Henry Mounsey, ？－1882）
   日本文化（『薩摩反乱記』著者）
   外交（駐日イギリス公使館書記）
「在任中西南戦争が勃発し，彼はサトウやＢ . Ｈ . チェンバ
レン等とその状況をつぶさに観察し , のちに『薩摩反乱記』
を刊行した」（473頁）
Ｌ．Ｉ．メチニコフ（Lev II'ich Metchnikov, 1838－1888）
   教育（東京外国語学校：ロシア語）




Ｅ．Ｓ．モース（Edward Sylvester Morse, 1838－1925）
   教育（東京大学：動物学）
   日本文化（大森貝塚発見，日本陶器・建築研究）
「著作には “Japanese Homes and Their Surroundings”











   日本文化（日本紹介）
「帰国後，公務弁理職の名義でパリ駐在の弁務使に加わり，
わが国外交事務を補助した」（505頁）
Ｂ．Ｓ．ライマン（Benjamin Smith Lyman, 1835－1920）
   地質・油田調査（北海道開拓使測量技師）
「日本に関する多くの論文を学術雑誌に発表，その後石炭
鉱山の顧問技師として活躍した」（514頁）
Ｊ．Ｊ．ライン（Johannes Justus Rein, 1843－1918）
   動物学（日本産貝類研究）
   日本文化（日本地理研究）
 「1873 年来日し各地を旅行し , 日本の地理・産業を詳細に
















Ｊ．ラ・ファージ（John La Farge, 1835－1910）





   教育（東京医学校：ドイツ語他）
「帰国後は日本文化および日本語の研究家として知られた」
（527頁）
Ｆ．Ｈ．リー（Frank Herbert Lee, 1869－1957）
   教育（海軍兵学校，東京商科大学，学習院，東京帝国大
　　　　学文学部：英語）
「著作に“A Tokyo Calendar”（1934）および“Days and
 years in Japan”（1935）があり , いずれも北星堂書店から
刊行された」（529頁）
Ｌ．リース（Ludwig Riess, 1861－1928）
   教育（東京帝国大学文科大学：歴史学）




   教育（東京帝国大学法科大学：フランス法）





Ｃ．Ｅ．Ｇ．ルルー（Charles Edourd Gabriel Leroux, 
1851－1926）




 Ｊ．Ｊ．レイ（Jean Joseph Ray, 1884－1943）
   外交（外務省法律顧問）





   日本文化（日本研究）





Ｊ．Ｈ．ロングフォード（Joseph Henry Longford, 1849－1925）
   外交（駐日イギリス領事）









































Ｅ．ガワー（Erasmus H. M. Gower, 1830－1903）
　鉱業（佐渡鉱山技師）















Ｐ．Ｇ．グロース（Prosper Gambert Gross, 1820－1881）
　警察（警視庁顧問）




















年に来日した ｡ 彼の招聘に当たっては，造船長首長Ｆ . Ｌ . 
ヴェルニーが紹介の労をとったといわれる。」（162頁）
Ｊ．サマーズ（James Summers, 1828－1891）




Ｅ．Ｐ．スミス（Erasmus Peshine Smith, 1814－1882）
   法律（日本政府法律顧問）
「1871年国防長官ハミルトン・フィシュの推選で日本政府
国際法顧問として来日 ｡ 1876年まで勤務した ｡｣（221頁）
Ｗ．Ｇ．ドヴォラヴィッチ（Wilhelm Guglieelmo
Dubravcich, 1869－1925）
   音楽（東京音楽学校：バイオリン）
 「1902年オーストリア公使であった牧野伸顕の推薦によ







   土木（札幌農学校：土木工学，数学）








   　　　ラテン語）






Ｃ．Ｇ．マンスフェルト（Constant George van Mansvelt, 
1832－1912）
　医学（長崎精得館，京都府療病院，大阪府病院）











Ｔ．Ｃ．メンデンホール（Thomas Corwin Mendenhall, 
1841－1924）
　教育（東京帝国大学：物理学）
「東京大学で動物学を教えていたＥ . Ｓ . モースが彼を東京
大学物理学教師に推
マ マ
選し , 1878年来日した ｡｣（491頁）
Ｅ . Ｆ．フェノロサ（Ernest Francisco Fenollosa, 1853－
1908）
　教育（東京帝国大学他：哲学，政治学）
　日本文化（日本美術研究）
「モースによって東京大学の哲学教師に推された」。1878
年 , メンデンホールと同時に来日した。（491頁）
